
JP 6725415 B2 2020.7.15

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　復号化処理を伴う、複数のレイヤーを含む映像のインターレイヤー予測(inter-layer p
rediction)方法において、
　ビットストリームからの最大時間的サブレイヤー情報が存在するか否かを示す指示子情
報を復号化する段階；
　階層間の参照関係を示す情報を復号化する段階；
　前記指示子情報に基づいて、前記ビットストリームからの前記最大時間的サブレイヤー
情報を復号化する段階；
　前記最大時間的サブレイヤー情報に基づいて、最大時間的識別子を導出する段階；
　前記最大時間的識別子に基づいて、第２のレイヤーの現在ピクチャーのインターレイヤ
ー予測のために用いられる第１のレイヤーから参照ピクチャーを導出する段階；
　前記参照ピクチャーに基づいて、前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測を実
行する段階；
　を含み、
　前記最大時間的識別子より大きい時間的識別子を有する前記第１のレイヤーのピクチャ
ーは、前記第２のレイヤーの前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測のためには
用いられず、
　前記第１のレイヤーは、階層間の前記参照関係を示す前記情報に基づいて前記第２のレ
イヤーの直接参照階層として用いられるものと決定するとき、前記最大時間的サブレイヤ
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ー情報を復号化する前記段階が実行されることを特徴とする復号化処理を伴うインターレ
イヤー予測方法。
【請求項２】
　前記指示子情報が、前記最大時間的サブレイヤー情報が存在することを表示するとき、
前記最大時間的識別子は、前記最大時間的サブレイヤー情報を復号化することによって導
出されることを特徴とする請求項1に記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測方法
。
【請求項３】
　前記指示子情報が、前記最大時間的サブレイヤー情報が存在しないことを表示するとき
、前記最大時間的サブレイヤー情報が、７として類推されることを特徴とする請求項1に
記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測方法。
【請求項４】
　前記現在ピクチャーのインターレイヤー予測のために用いられる前記参照ピクチャーを
導出する段階は、前記第１のレイヤーのための前記最大時間的識別子より大きい時間的識
別子を有する前記第１のレイヤーのピクチャーは、前記現在ピクチャーのインターレイヤ
ー予測のための参照ピクチャーとして用いられないものと決定することを特徴とする請求
項1に記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測方法。
【請求項５】
　前記現在ピクチャーのインターレイヤー予測のために用いられる前記参照ピクチャーを
導出する段階は、前記第１のレイヤーのための前記最大時間的識別子と同一又はより小さ
い時間的識別子を有する前記第１のレイヤーのピクチャーは、前記現在ピクチャーのイン
ターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いられるものと決定することを特徴と
する請求項1に記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測方法。
【請求項６】
　前記指示子情報と、前記最大時間的サブレイヤー情報は、VPS(Video Parameter Sets)
拡張(extention)シンタックス(syntax)を介してシグナリングされることを特徴とする請
求項1に記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測方法。
【請求項７】
　復号化処理を伴う、複数のレイヤーを含む映像のインターレイヤー予測(inter-layer p
rediction)装置において、
　ビットストリームからの最大時間的サブレイヤー情報が存在するか否かを表示する指示
子情報を復号化し、階層間の参照関係を示す情報を復号化し、前記指示子情報に基づいて
、前記ビットストリームからの前記最大時間的サブレイヤー情報を復号化し、前記最大時
間的サブレイヤー情報に基づいて、最大時間的識別子を導出するように構成されたエント
ロピー復号化部;及び
　前記最大時間的識別子に基づいて、第２のレイヤーの現在ピクチャーのインターレイヤ
ー予測のために用いられる第１のレイヤーから参照ピクチャーを導出し、前記参照ピクチ
ャーに基づいて、前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測を実行するように構成
された予測部を含み、
　前記最大時間的識別子より大きい時間的識別子を有する前記第１のレイヤーのピクチャ
ーは、前記第２のレイヤーの前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測のために用
いらず、
　前記第１のレイヤーは、階層間の前記参照関係を示す前記情報に基づいて前記第２のレ
イヤーの直接参照階層として用いられるものと決定するとき、前記エントロピー復号化部
が前記最大時間的サブレイヤー情報を復号化することを特徴とする復号化処理を伴うイン
ターレイヤー予測装置。
【請求項８】
　前記指示子情報が、前記最大時間的サブレイヤー情報が存在することを表示するとき、
前記最大時間的識別子は、前記最大時間的サブレイヤー情報を復号化することによって導
出されることを特徴とする請求項7に記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測装置
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。
【請求項９】
　前記指示子情報が、前記最大時間的サブレイヤー情報が存在しないことを表示するとき
、前記最大時間的識別子が、７として類推されることを特徴とする請求項7に記載の復号
化処理を伴うインターレイヤー予測装置。
【請求項１０】
　前記予測部は、
　前記第１のレイヤーのための前記最大時間的識別子より大きい時間的識別子を有する前
記第１のレイヤーのピクチャーは、前記現在ピクチャーのインターレイヤー予測のための
参照ピクチャーとして用いられないものと決定することを特徴とする請求項7に記載の復
号化処理を伴うインターレイヤー予測装置。
【請求項１１】
　前記予測部は、
　前記第１のレイヤーのための前記最大時間的識別子と同一又はより小さい時間的識別子
を有する前記第１のレイヤーのピクチャーは、前記現在ピクチャーのインターレイヤー予
測のための参照ピクチャーとして用いられるものと決定することを特徴とする請求項7に
記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測装置。
【請求項１２】
　前記指示子情報と、前記最大時間的サブレイヤー情報は、VPS(Video Parameter Sets)
拡張(extention)シンタックス(syntax)を介してシグナリングされることを特徴とする請
求項7に記載の復号化処理を伴うインターレイヤー予測装置。
【請求項１３】
　符号化処理を伴う、複数のレイヤーを含む映像のインターレイヤー予測 (inter-layer 
prediction)方法において、
　第２のレイヤーの現在ピクチャーのインターレイヤー予測のために用いられる第１のレ
イヤーからの参照ピクチャーを導出する段階；
　前記参照ピクチャーに基づいて、前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測を実
行する段階；
　ビットストリームに含まれる最大時間的サブレイヤー情報として、前記第１のレイヤー
に対する最大時間的識別子を符号化するか否かを決定する段階；
　前記第１のレイヤーに対する前記最大時間的識別子を符号化するか否かに対する前記決
定に基づいて、前記最大時間的サブレイヤー情報が存在するか否かを表示する指示子情報
を符号化する段階；
　前記第１のレイヤーが、前記第２のレイヤーの直接参照階層として用いられるか否かを
決定する段階；
　前記第１のレイヤーが、前記第２のレイヤーの前記直接参照階層として用いられるか否
かに対する前記決定に基づいて、階層間の参照関係を示す情報を符号化する段階；
　前記指示子情報と、階層間の前記参照関係を示す前記情報とに基づいて、前記最大時間
的サブレイヤー情報を符号化する段階；
　を含み、
　前記最大時間的識別子より大きい時間的識別子を有する前記第１のレイヤーのピクチャ
ーは、前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測のために用いられず、
　前記第１のレイヤーは、前記第２のレイヤーのための前記直接参照階層として用いられ
るものと決定することを特徴とする符号化処理を伴うインターレイヤー予測方法。
【請求項１４】
　復号化処理を伴う、インターレイヤー予測装置によって実行されるとき、前記インター
レイヤー予測装置に、ビデオ映像に対応する映像データをデコードする動作を実行させる
命令を格納するコンピューターが読み取り可能な非一時的記録媒体であって、前記記録媒
体に格納された前記映像データは、
　最大時間的サブレイヤー情報が存在するか否かを示す指示子情報と、階層間の参照関係
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を示す情報とを含み；
　前記動作は、
　前記指示子情報を復号化する段階；
　階層間の参照関係を示す前記情報を復号化する段階；
　前記指示子情報に基づく前記映像データに含まれる前記最大時間的サブレイヤー情報を
復号化する段階；
　前記最大時間的サブレイヤー情報に基づいて、最大時間的識別子を導出する段階；
　前記最大時間的識別子に基づいて、第２のレイヤーの現在ピクチャーのインターレイヤ
ー予測のために用いられる第１のレイヤーから参照ピクチャーを導出する段階；
　前記参照ピクチャに基づいて、前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測を実行
する段階；
　とを備え、
　前記最大時間的識別子より大きい時間的識別子を有する前記第１のレイヤーのピクチャ
ーは、前記第２のレイヤーの前記現在ピクチャーの前記インターレイヤー予測のためには
用いられず、
　前記第１のレイヤーは、階層間の前記参照関係を示す前記情報に基づいて前記第２のレ
イヤーの直接参照階層として用いられるものと決定するとき、前記最大時間的サブレイヤ
ー情報を復号化する前記段階が実行されることを特徴とするコンピューターが読み取り可
能な非一時的記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多階層構造の映像符号化及び復号化に関する技術であって、下位階層の情報
を利用して上位階層を符号化及び復号化するインターレイヤー予測に関する。より詳細に
は、時間的サブレイヤー情報に基づいてインターレイヤー予測を行うための効率的なシグ
ナリング方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、マルチメディア(multimedia)環境が構築されながら、多様な端末とネットワーク
が利用されており、これによる使用者の要求も多様化している。
【０００３】
　例えば、端末の性能とコンピューティング能力(computing capability)が多様になるに
伴い、支援する性能も機器別に多様となっている。また、情報が転送されるネットワーク
もやはり有無線ネットワークのような外形的な構造だけではなく、転送する情報の形態、
情報量と速度など機能別でも多様となっている。使用者は、望む機能によって用いる端末
とネットワークを選択し、また、企業が使用者に提供する端末とネットワークのスペクト
ラムも多様となっている。
【０００４】
　これに関して、最近、HD(High Definition)解像度を有する放送が国内だけではなく世
界的に拡大されてサービスされながら、多くの使用者が高解像度、高画質の映像に慣れて
いる。これによって、多くの映像サービス関連機関が次世代映像機器に対する開発に多く
の努力をしている。
【０００５】
　また、HDTVとともにHDTVの4倍以上の解像度を有するUHD(Ultra High Definition)に対
する関心が増えながら、より高い解像度、高画質の映像を圧縮して処理する技術に対する
要求はさらに高まっている。
【０００６】
　映像を圧縮して処理するために、時間的に以前及び/又は以後のピクチャーから現在ピ
クチャーに含まれた画素値を予測するインター(inter)予測技術、現在ピクチャー内の画
素情報を利用して現在ピクチャーに含まれた他の画素値を予測するイントラ(intra)予測
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技術、出現頻図が高いシンボル(symbol)に短い符号を割り当て、出現頻図が低いシンボル
に長い符号を割り当てるエントロピーエンコーディング技術などが用いられ得る。
【０００７】
　前述したところのように、支援する機能が異なる各端末とネットワーク、さらに多様化
された使用者の要求を考慮するとき、支援される映像の品質、大きさ、フレームなどもこ
れによって多様化される必要がある。
【０００８】
　このように、異種の通信網と多様な機能及び種類の端末によって、映像の画質、解像度
、大きさ、フレーム率、視点などを多様に支援するスケーラビリティ(scalability)は、
ビデオフォーマットの重要な機能となっている。
【０００９】
　したがって、高効率のビデオ符号化方法に基づいて多様な環境で使用者が要求するサー
ビスを提供するため、時間、空間、画質、視点などの側面で効率的なビデオの符号化と復
号化が可能となるようにスケーラビリティ機能を提供するのが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、時間的サブレイヤー情報に基づいたインターレイヤー予測方法及び装置を提
供する。
【００１１】
　本発明は、時間的サブレイヤー情報に基づいてインターレイヤー予測を調節することが
できるようにする指示子を割り当て、効率的にシグナリングする方法及び装置を提供する
。
【００１２】
　本発明は、多階層構造での全ての階層に対して、同一の最大時間的サブレイヤー情報を
適用することができる方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一実施例によれば、少なくとも1つの時間的サブレイヤー(temporal sub-layer
)を含む階層が複数に構成された映像のインターレイヤー予測(inter-layer prediction)
方法が提供される。前記インターレイヤー予測方法は、インターレイヤー予測を許容する
時間的サブレイヤーに対する情報を獲得する段階、前記時間的サブレイヤーに対する情報
に基づいて現在ピクチャーのインターレイヤー予測のために用いられる参照ピクチャーを
誘導する段階、及び前記参照ピクチャーに基づいて前記現在ピクチャーのインターレイヤ
ー予測を行う段階を含む。
【００１４】
　前記時間的サブレイヤーに対する情報は、インターレイヤー予測のために用いられる時
間的サブレイヤー情報の有無を報知する指示子情報と、各階層でインターレイヤー予測の
ために参照し得る最大時間的サブレイヤーを指示する最大時間的サブレイヤー情報と、各
階層で前記最大時間的サブレイヤー情報を調節するか否かを示す指示子情報とを含むこと
ができる。
【００１５】
　本発明の他の実施例によれば、少なくとも1つの時間的サブレイヤー(temporal sub-lay
er)を含む階層が複数に構成された映像のインターレイヤー予測(inter-layer prediction
)装置が提供される。前記インターレイヤー予測装置は、インターレイヤー予測を許容す
る時間的サブレイヤーに対する情報を獲得するエントロピー復号化部及び前記時間的サブ
レイヤーに対する情報に基づいて現在ピクチャーのインターレイヤー予測のために用いら
れる参照ピクチャーを誘導し、前記参照ピクチャーに基づいて前記現在ピクチャーのイン
ターレイヤー予測を行う予測部を含む。
【００１６】
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　前記時間的サブレイヤーに対する情報は、インターレイヤー予測のために用いられる時
間的サブレイヤー情報の有無を報知する支持者情報と、各階層でインターレイヤー予測の
ために参照し得る最大時間的サブレイヤーを指示する最大時間的サブレイヤー情報と、各
階層で前記最大時間的サブレイヤー情報を調節するか否かを示す指示子情報とを含むこと
ができる。
【発明の効果】
【００１７】
　インターレイヤー予測のためのシグナリングをするにおいて、時間的サブレイヤー情報
に基づいたインターレイヤー予測を調節するようにする指示子又は識別子を割り当てする
ことで効率的に関連情報をシグナリングすることができる。また、多階層構造で全ての参
照階層に対して同一の最大時間的サブレイヤー情報を適用できるようにすることで、全て
の参照階層に対して個別的に最大時間的サブレイヤー情報を転送することを省略できるの
で関連情報のシグナリングオーバーヘッドを減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】発明が適用される映像符号化装置の一実施例による構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明が適用される映像復号化装置の一実施例による構成を示すブロック図であ
る。
【図３】本発明が適用され得る、複数レイヤーを利用したスケーラブルビデオコーディン
グ構造の一実施例を概略的に示す概念図である。
【図４】本発明が適用され得るスケーラブルビデオコーディングの階層構造を示した一例
である。
【図５】本発明の実施例による時間的サブレイヤー情報に基づいてインターレイヤー予測
を行う方法を概略的に示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態に対して具体的に説明する。本明細書の実施例
を説明するにおいて、関連された公知構成又は機能に対する具体的な説明が本明細書の要
旨を濁ごし得ると判断される場合には、該当説明を省略することもできる。
【００２０】
　本明細書で或る構成要素が他の構成要素に「連結されて」いるか「接続されて」いると
言及された際には、その他の構成要素に直接的に連結されているか、又は接続されている
ことを意味することもあり、中間に他の構成要素が存在することを意味することもある。
併せて、本明細書で特定構成を「含む」と記述する内容は、該当構成以外の構成を排除す
るものではなく、更なる構成が本発明の実施又は本発明の技術的思想の範囲に含まれ得る
ことを意味する。
【００２１】
　第1、第2などの用語は、多様な構成を説明するのに用いられ得るが、前記構成は前記用
語によって限定されない。前記用語は、1つの構成を他の構成から区別する目的として用
いられる。例えば、本発明の権利範囲を脱することなく第1構成は第2構成として命名され
得、同様に第2構成も第1構成として命名され得る。
【００２２】
　また、本発明の実施例に示される構成部は、互いに異なる特徴的な機能を示すために独
立的に示されるものであって、各構成部が分離されたハードウェアや1つのソフトウェア
の構成単位から成されることを意味しない。すなわち、各構成部は、説明の便宜上それぞ
れの構成部で羅列して含んだものであって、各構成部のうち少なくとも2つの構成部が1つ
の構成部を成したり、1つの構成部が複数個の構成部から分かれて機能を行うことができ
る。各構成部の統合された実施例及び分離された実施例も本発明の本質から脱しない限り
本発明の権利範囲に含まれる。
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【００２３】
　また、一部の構成要素は、本発明で本質的な機能を行う必須な構成要素ではなく、単に
性能を向上させるための選択的構成要素であり得る。本発明は、単に性能向上のために用
いられる構成要素を除外した本発明の本質を具現するのに必須な構成部のみを含んで具現
され得、単に性能向上のために用いられる選択的構成要素を除外した必須構成要素のみを
含んだ構造も本発明の権利範囲に含まれる。
【００２４】
　図1は、発明が適用される映像符号化装置の一実施例による構成を示すブロック図であ
る。
【００２５】
　マルチレイヤー(multi-layer)構造を支援するスケーラブル(scalable)ビデオ符号化装
置は、単一レイヤー構造の一般的な映像符号化装置を拡張(extension)して具現され得る
。図1のブロック図はマルチレイヤー構造に適用可能なスケーラブルビデオ符号化装置の
基礎となり得る映像符号化装置の一実施例を示す。
【００２６】
　図1を参照すると、映像符号化装置100は、インター予測部110、イントラ予測部120、ス
イッチ115、減算器125、変換部130、量子化部140、エントロピー符号化部150、逆量子化
部160、逆変換部170、加算器175、フィルター部180及び参照ピクチャーバッファー190を
含む。
【００２７】
　映像符号化装置100は、入力映像に対してイントラ(intra)モード又はインター(inter)
モードで符号化を行ってビットストリームを出力することができる。
【００２８】
　イントラモードの場合、スイッチ115がイントラに転換され、インターモードの場合、
スイッチ115がインターに転換され得る。イントラ予測は画面内予測、インター予測は画
面間予測を意味する。映像符号化装置100は、入力映像の入力ブロックに対する予測ブロ
ックを生成した後、入力ブロックと予測ブロックの差分(residual)を符号化することがで
きる。このとき、入力映像は原映像(original picture)を意味することができる。
【００２９】
　イントラモードの場合、イントラ予測部120は、現在ブロック周辺の既に符号化/復号化
されたブロックのサンプル値を参照サンプルとして利用することができる。イントラ予測
部120は、参照サンプルを利用して空間的予測を行い、現在ブロックに対する予測サンプ
ルを生成することができる。
【００３０】
　インターモードの場合、インター予測部110は、動き予測の過程で参照ピクチャーバッ
ファー190に貯蔵されている参照ピクチャーで入力ブロック(現在ブロック)との差が最も
少ない参照ブロックを特定する動きベクトルを求めることができる。インター予測部110
は、動きベクトルと参照ピクチャーバッファー190に貯蔵されている参照ピクチャーを利
用して動き補償を行うことにより、現在ブロックに対する予測ブロックを生成することが
できる。
【００３１】
　マルチレイヤー構造の場合、インターモードで適用されるインター予測はインターレイ
ヤー予測を含むことができる。インター予測部110は、参照レイヤーのピクチャーをサン
プリングしてインターレイヤー参照ピクチャーを構成し、参照ピクチャーリストにインタ
ーレイヤー参照ピクチャーを含めてインターレイヤー予測を行うことができる。レイヤー
間の参照関係は、レイヤー間の依存性を特定する情報を介してシグナリングされ得る。
【００３２】
　一方、現在レイヤーピクチャーと参照レイヤーピクチャーが同一サイズの場合、参照レ
イヤーピクチャーに適用されるサンプリングは、参照レイヤーピクチャーからのサンプル
コピーによる参照サンプルの生成を意味することができる。現在レイヤーピクチャーと参
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照レイヤーピクチャーの解像度が異なる場合、参照レイヤーピクチャーに適用されるサン
プリングはアップサンプリングを意味することができる。
【００３３】
　例えば、レイヤー間の解像度が異なる場合として解像度に関するスケーラビリティを支
援するレイヤー間には、参照レイヤーの復元されたピクチャーをアップサンプリングして
インターレイヤー参照ピクチャーが構成され得る。
【００３４】
　如何なるレイヤーのピクチャーを利用してインターレイヤー参照ピクチャーを構成する
かは、符号化コストなどを考慮して決定され得る。符号化装置は、インターレイヤー参照
ピクチャーとして用いられるピクチャーが属するレイヤーを特定する情報を復号化装置に
転送することができる。
【００３５】
　また、インターレイヤー予測において参照されるレイヤー、すなわち参照レイヤー内に
おける現在ブロックの予測に利用されるピクチャーは、現在ピクチャー(現在レイヤー内
の予測対象ピクチャー)と同一AU(Access Unit)のピクチャーであり得る。
【００３６】
　減算器125は、入力ブロックと生成された予測ブロックの差分によって残差ブロック(re
sidual block)を生成することができる。
【００３７】
　変換部130は、残差ブロックに対して変換(transform)を行って変換係数(transform coe
fficient)を出力することができる。ここで、変換係数は、残差ブロック及び/又は残差信
号に対する変換を行うことで生成された係数値を意味することができる。以下、本明細書
では、変換係数に量子化が適用されて生成された、量子化された変換係数レベル(transfo
rm coefficient level)も変換係数と称することができる。
【００３８】
　　変換省略(transform skip)モードが適用される場合、変換部130は残差ブロックに対
する変換を省略することもできる。
【００３９】
　　量子化部140は、入力された変換係数を量子化パラメーター(quantization parameter
、又は量子化媒介変数)に応じて量子化し、量子化された係数(quantized coefficient)を
出力することができる。量子化された係数は、量子化された変換係数レベル(quantized t
ransform coefficient level)と称されることもある。このとき、量子化部140では、量子
化行列を用いて入力された変換係数を量子化することができる。
【００４０】
　エントロピー符号化部150は、量子化部140で算出された値又は符号化の過程で算出され
た符号化パラメーター値などを確率分布によりエントロピー符号化してビットストリーム
(bitstream)を出力することができる。エントロピー符号化部150は、ビデオの画素情報以
外にビデオデコーディングのための情報(例えば、シンタックスエレメント(syntax eleme
nt)など)をエントロピー符号化することもできる。
【００４１】
　符号化パラメーターは、符号化及び復号化に必要な情報であって、シンタックスエレメ
ントのように符号化装置で符号化されて復号化装置へ伝達される情報だけでなく、符号化
或いは復号化過程で類推され得る情報を含むことができる。
【００４２】
　例えば、符号化パラメーターは、イントラ/インター予測モード、移動/動きベクトル、
参照映像索引、符号化ブロックパターン、残差信号有無、変換係数、量子化された変換係
数、量子化パラメーター、ブロック大きさ、ブロック分割情報などの値又は統計を含むこ
とができる。
【００４３】
　残差信号は、原信号と予測信号の間の差を意味することができ、また原信号と予測信号
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の間の差が変換(transform)された形態の信号、又は原信号と予測信号の間の差が変換さ
れて量子化された形態の信号を意味することもできる。残差信号は、ブロック単位では残
差ブロックということができる。
【００４４】
　エントロピー符号化が適用される場合、高い発生確率を有するシンボルに少ない数のビ
ットが割り当てられ、低い発生確率を有するシンボルに多い数のビットが割り当てられて
シンボルが表現されることにより、符号化対象シンボルに対するビット列の大きさが減少
され得る。したがって、エントロピー符号化を介して映像符号化の圧縮性能が高くなり得
る。
【００４５】
　エントロピー符号化部150は、エントロピー符号化のため指数ゴロム(exponential golo
mb)、CAVLC(Context-Adaptive Variable Length Coding)、CABAC(Context-Adaptive Bina
ry Arithmetic Coding)のような符号化方法が用いられ得る。例えば、エントロピー符号
化部150は、可変長さ符号化(VLC:Variable Lenghth Coding/Code)テーブルを利用してエ
ントロピー符号化を行うことができる。またエントロピー符号化部150は、対象シンボル
の2進化(binarization)方法及び対象シンボル/ビン(bin)の確率モデル(probability mode
l)を導出した後、導出された2進化方法又は確率モデルを用いてエントロピー符号化を行
うこともできる。
【００４６】
　図1の実施例による映像符号化装置100は、インター予測符号化、すなわち画面間予測符
号化を行うので、現在符号化された映像は参照映像として用いられるために復号化されて
貯蔵される必要がある。したがって、量子化された係数は、逆量子化部160で逆量子化さ
れて逆変換部170で逆変換され得る。逆量子化、逆変換された係数は、加算器175を介して
予測ブロックと加わり復元ブロック(Reconstructed Block)が生成される。
【００４７】
　復元ブロックはフィルター部180を経て、フィルター部180はデブロッキングフィルター
(deblocking filter)、SAO(Sample Adaptive Offset)、ALF(Adaptive Loop Filter)のう
ち、少なくとも1つ以上を復元ブロック又は復元ピクチャーに適用することができる。フ
ィルター部180は、適応的インループ(in-loop)フィルターと称されることもある。デブロ
ッキングフィルターは、ブロック間の境界に生じたブロック歪曲を除去することもできる
。SAOは、コーディングエラーを補償するためにピクセル値に適正オフセット(offset)値
を加えることができる。ALFは、復元された映像と元の映像を比べた値に基づいてフィル
タリングを行うことができる。フィルター部180を経た復元ブロックは参照ピクチャーバ
ッファー190に貯蔵され得る。
【００４８】
　図2は、本発明が適用される映像復号化装置の一実施例による構成を示すブロック図で
ある。
【００４９】
　マルチレイヤー(multi-layer)構造を支援するスケーラブル(scalable)ビデオ復号化装
置は、単一レイヤー構造の一般的な映像復号化装置を拡張(extension)して具現され得る
。図2のブロック図は、マルチレイヤー構造に適用可能なスケーラブルビデオ復号化装置
の基礎となり得る映像復号化装置の一実施例を示す。
【００５０】
　図2を参照すると、映像復号化装置200は、エントロピー復号化部210、逆量子化部220、
逆変換部230、イントラ予測部240、インター予測部250、加算器255、フィルター部260及
び参照ピクチャーバッファー270を含む。
【００５１】
　映像復号化装置200は、符号化器で出力されたビットストリームの入力を受けて、イン
トラモード又はインターモードで復号化を行って再構成された映像、すなわち復元ピクチ
ャーを出力することができる。
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【００５２】
　イントラモードの場合、スイッチがイントラに転換され、インターモードの場合、スイ
ッチがインターに転換され得る。
【００５３】
　映像復号化装置200は、入力を受けたビットストリームから復元された残差ブロック(re
constructed residual block)を得て予測ブロックを生成した後、復元された残差ブロッ
クと予測ブロックを加えて再構成されたブロック、すなわち復元ブロックを生成すること
ができる。
【００５４】
　エントロピー復号化部210は、入力されたビットストリームを確率分布に従いエントロ
ピー復号化し、量子化された係数(quantized coefficient)とシンタックスエレメントな
どの情報を出力することができる。
【００５５】
　量子化された係数は、逆量子化部220で逆量子化され、逆変換部230で逆変換される。量
子化された係数が逆量子化/逆変換された結果、復元された残差ブロックが生成され得る
。このとき、逆量子化部220では量子化された係数に量子化行列を適用することができる
。
【００５６】
　イントラモードの場合、イントラ予測部240は、現在ブロック周辺の既に復号化された
ブロックのサンプル値を利用して空間的予測を行い、現在ブロックに対する予測サンプル
等を生成することができる。
【００５７】
　インターモードの場合、インター予測部250は、動きベクトル及び参照ピクチャーバッ
ファー270に貯蔵されている参照ピクチャーを利用し、動き補償を行うことで現在ブロッ
クに対する予測ブロックを生成することができる。
【００５８】
　マルチレイヤー構造の場合、インターモードで適用されるインター予測は、インターレ
イヤー予測を含むことができる。インター予測部250は、参照レイヤーのピクチャーをサ
ンプリングしてインターレイヤー参照ピクチャーを構成し、参照ピクチャーリストにイン
ターレイヤー参照ピクチャーを含んでインターレイヤー予測を行うことができる。レイヤ
ー間の参照関係は、レイヤー間の依存性を特定する情報を介してシグナリングされ得る。
【００５９】
　一方、現在レイヤーピクチャーと参照レイヤーピクチャーが同一サイズの場合、参照レ
イヤーピクチャーに適用されるサンプリングは、参照レイヤーピクチャーからのサンプル
コピーによる参照サンプルの生成を意味することができる。現在レイヤーピクチャーと参
照レイヤーピクチャーの解像度が異なる場合、参照レイヤーピクチャーに適用されるサン
プリングは、アップサンプリングを意味することができる。
【００６０】
　例えば、レイヤー間の解像度が異なる場合として、解像度に関するスケーラビリティを
支援するレイヤー間にインターレイヤー予測が適用されるのであれば、参照レイヤーの復
元されたピクチャーをアップサンプリングしてインターレイヤー参照ピクチャーが構成さ
れ得る。
【００６１】
　このとき、インターレイヤー参照ピクチャーとして用いられるピクチャーが属するレイ
ヤーを特定する情報は、符号化装置から復号化装置へ転送され得る。
【００６２】
　また、インターレイヤー予測において参照されるレイヤー、すなわち参照レイヤー内で
現在ブロックの予測に利用されるピクチャーは、現在ピクチャー(現在レイヤー内の予測
対象ピクチャー)と同一AU(Access Unit)のピクチャーであり得る。
【００６３】
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　復元された残差ブロックと予測ブロックは、加算器255で加えられて復元ブロックが生
成される。言い換えれば、残差サンプルと予測サンプルが加えられて復元されたサンプル
又は復元されたピクチャーが生成される。
【００６４】
　復元されたピクチャーは、フィルター部260でフィルタリングされる。フィルター部260
は、デブロッキングフィルター、SAO、ALFのうち少なくとも1つ以上を復元ブロック又は
復元ピクチャーに適用することができる。フィルター部260は、再構成(modified)あるい
はフィルタリングされた(filtered)復元ピクチャー(reconstructed picture)を出力する
。復元ピクチャーは、参照ピクチャーバッファー270に貯蔵されてインター予測に用いら
れ得る。
【００６５】
　また、映像復号化装置200は、ビットストリームに含まれているエンコーディングされ
た映像に係る情報をパッシングするパッシング部(図示省略)をさらに含むことができる。
パッシング部は、エントロピー復号化部210を含むこともでき、エントロピー復号化部210
に含まれてもよい。このようなパッシング部はまた、デコーディング部の1つの構成要素
として具現されてもよい。
【００６６】
　図1と図2では、1つの符号化装置/復号化装置がマルチレイヤーに対する符号化/復号化
を全て処理するものとして説明したが、これは説明の便宜のためのものであって、符号化
装置/復号化装置はレイヤー別に構成されてもよい。
【００６７】
　この場合、上位レイヤーの符号化装置/復号化装置は、上位レイヤーの情報及び下位レ
イヤーの情報を利用して該当上位レイヤーの符号化/復号化を行うことができる。例えば
、上位レイヤーの予測部(インター予測部)は上位レイヤーのピクセル情報又はピクチャー
情報を利用して現在ブロックに対するイントラ予測又はインター予測を行うこともでき、
下位レイヤーから復元されたピクチャー情報を受信し、これを利用して上位レイヤーの現
在ブロックに対するインター予測(インターレイヤー予測)を行うこともできる。ここでは
、レイヤー間の予測のみを例として説明したが、符号化装置/復号化装置はレイヤー別に
構成されようが、1つの装置がマルチレイヤーを処理しようが構わずに、他のレイヤーの
情報を利用して現在レイヤーに対する符号化/復号化を行うことができる。
【００６８】
　本発明でレイヤーは、ビュー(view、視点)を含むことができる。この場合、インターレ
イヤー予測の場合は、単に下位レイヤーの情報を利用して上位レイヤーの予測を行うもの
ではなく、レイヤー間の依存性を特定する情報により依存性があるものとして特定された
レイヤー間で他のレイヤーの情報を利用してインターレイヤー予測が行われてもよい。
【００６９】
　図3は、本発明が適用され得る、複数レイヤーを利用したスケーラブルビデオコーディ
ング構造の一実施例を概略的に示す概念図である。図3でGOP(Group of Picture)はピクチ
ャー群、すなわち、ピクチャーのグループを表す。
【００７０】
　映像データを転送するためには転送媒体が必要であり、その性能は多様なネットワーク
環境によって転送媒体別に差がある。このような多様な転送媒体又はネットワーク環境へ
の適用のためにスケーラブルビデオコーディング方法が提供され得る。
【００７１】
　スケーラビリティを支援するビデオコーディング方法(以下、「スケーラブルコーディ
ング」あるいは「スケーラブルビデオコーディング」という)は、階層(layer)間のテクス
チャ情報、動き情報、残差信号などを活用して階層間の重複性を除去してエンコーディン
グ及びデコーディング性能を高めるコーディング方法である。スケーラブルビデオコーデ
ィング方法は、転送ビット率、転送エラー率、システム資源などの周辺条件によって、空
間的(spatial)、時間的(temporal)、画質的(あるいは品質的、quality)、視点(view)観点
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で多様なスケーラビリティを提供することができる。
【００７２】
　スケーラブルビデオコーディングは、多様なネットワーク状況に適用可能なビットスト
リームを提供することができるように、複数階層(multiple layers)構造を用いて行われ
得る。例えば、スケーラブルビデオコーディング構造は、一般的な映像デコーディング方
法を利用して映像データを圧縮して処理する基本階層を含むことができ、基本階層のデコ
ーディング情報及び一般的な映像デコーディング方法を共に用いて映像データを圧縮処理
する向上階層を含むことができる。
【００７３】
　基本階層(Base layer)は、ベースレイヤーと称することもでき、下位階層(lower layer
)と称することもできる。向上階層(Enhancement layer)は、エンハンスメントレイヤーあ
るいは上位階層(higher layer)と称することもできる。このとき、下位階層は特定階層よ
り低いスケーラビリティを支援する階層を意味することができ、上位階層は特定階層より
高いスケーラビリティを支援する階層を意味することができる。また、他の階層の符号化
/復号化に参照される階層を参照階層(参照レイヤー)とし、他の階層を利用して符号化/復
号化される階層を現在階層(現在レイヤー)ということができる。参照階層は、現在階層よ
り下位階層であり得、現在階層は参照階層より上位階層であり得る。
【００７４】
　ここで、階層(layer)は、空間(spatial、例えば、映像大きさ)、時間(temporal、例え
ば、デコーディング順序、映像出力順序、フレームレート)、画質、複雑度、視点(view)
などを基準に区分される映像及びビットストリーム(bitstream)の集まりを意味する。
【００７５】
　図3を参照すると、例えば、基本階層はSD(standard definition)、15Hzのフレーム率、
1Mbpsのビット率で定義され得、第1向上階層はHD(high definition)、30Hzのフレーム率
、3.9Mbpsのビット率で定義され得、第2向上階層は4K-UHD(ultra high definition)、60H
zのフレーム率、27.2Mbpsのビット率で定義され得る。
【００７６】
　前記フォーマット(format)、フレーム率、ビット率などは1つの実施例であって、必要
に応じて別に定められ得る。また、用いられる階層の数も本実施例に限定されず、状況に
応じて別に定められ得る。例えば、転送帯域幅が4Mbpsであれば、前記第1向上階層HDのフ
レームレートを減らして15Hz以下で転送することができる。
【００７７】
　　スケーラブルビデオコーディング方法は、前記図3の実施例で詳述した方法によって
時間的、空間的、画質的、視点スケーラビリティを提供することができる。本明細書での
スケーラブルビデオコーディングは、エンコーディング観点ではスケーラブルビデオエン
コーディング、デコーディング観点ではスケーラブルビデオデコーディングと同一の意味
を有する。
【００７８】
　前述したところのように、スケーラブルビデオコーディングは、時間的、空間的、画質
的、視点などのスケーラビリティを提供するために、複数の階層を含む構造を有すること
ができる。このような複数の階層を支援するスケーラブルビデオコーディング構造では、
階層間の強い連関性(correlation)が存在するので、このような連関性を利用して符号化/
復号化を行えばデータの重複要素を除去することができ、映像の符号化/復号化性能を向
上させることができる。
【００７９】
　例えば、複数の階層構造(スケーラブルビデオコーディング)で、現在符号化/復号化が
行われる階層(現在階層)のピクチャー(映像)を予測するとき、現在階層の情報を利用する
インター予測あるいはイントラ予測だけでなく、他の階層の情報を利用する階層間予測(i
nter-layer prediction、あるいはインターレイヤー予測)を行うことができる。
【００８０】
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　複数の階層は、スケーラビリティの種類によって解像度、フレームレート、カラーフォ
ーマット、視点のうち少なくとも1つが互いに異なり得、また各階層は時間的にスケール
される時間的サブレイヤー(temporal sub-layer)を少なくとも1つ以上含んで構成され得
る。言い換えれば、スケーラブルビデオコーディングは、少なくとも1つの時間的サブレ
イヤーを含む階層が複数に構成された構造であり得る。
【００８１】
　前記のように、少なくとも1つの時間的サブレイヤーを含む階層が複数に構成されたス
ケーラブルビデオコーディングでインターレイヤー予測を行う場合、現在インターレイヤ
ー予測が行われる階層では、インターレイヤー予測のために参照する参照階層に対する情
報が必要なだけでなく、参照階層に属している時間的サブレイヤーがインターレイヤー予
測のために参照可能なのかに対する情報が必要である。
【００８２】
　以下、本発明では、各階層の時間的サブレイヤーがインターレイヤー予測のために参照
可能なのかに対する情報を効率的に表現してシグナリングする方法と、前記シグナリング
された情報に基づいてインターレイヤー予測を行う方法とを提供する。
【００８３】
　図4は、本発明が適用され得るスケーラブルビデオコーディングの階層構造を示した一
例である。
【００８４】
　図4では、説明の便宜上、2個の階層が存在する映像を例に挙げて記述するが、それ以上
の階層が存在する映像に対しても拡張して適用することができる。また、図4のスケーラ
ブルビデオコーディングの階層構造では空間的、画質的、視点などのスケーラビリティを
提供することができ、各階層は時間的スケーラビリティを支援するための時間的サブレイ
ヤーを含むことができる。図4の実施例では、説明の便宜のため、各階層が4個の時間的サ
ブレイヤーから構成されるものと示したが、これは1つの例示であるだけで、各階層は互
いに異なる個数の時間的サブレイヤーから構成され得る。
【００８５】
　図4に示されたようなスケーラブルビデオコーディング構造において、上位階層がイン
ターレイヤー予測を行う場合、上位階層でインターレイヤー予測のために参照することが
できる参照階層(下位階層)の時間的サブレイヤーに対する情報が必要である。
【００８６】
　したがって、符号化器は最上位階層を除外した各階層でインターレイヤー予測を許容す
る時間的サブレイヤーを決定し、このような情報を復号化器にシグナリングすることがで
きる。さらに、復号化器はシグナリングされた情報を介して各階層の時間的サブレイヤー
が上位階層でインターレイヤー予測のために参照され得るかを把握することができ、各階
層の参照され得る時間的サブレイヤー情報に基づいてインターレイヤー予測を行うことが
できる。
【００８７】
　例えば、図4に示されたように、各階層が4個の時間的サブレイヤーから構成された場合
、符号化器は下位階層に対して、時間的レベルが2以上である(時間的サブレイヤーを特定
する識別子であり得、例えば、temporal_id)下位階層の時間的サブレイヤーに対してはイ
ンターレイヤー予測を許容せず、2より低い時間的レベルを有する下位階層の時間的サブ
レイヤーに対してはインターレイヤー予測を許容するものと決定することができる。図4
をみると、2より低い時間的レベルを有する下位階層の時間的サブレイヤー“0”、“1”
はインターレイヤー予測が許容されるので(すなわち、上位階層のインターレイヤー予測
のために参照され得るので)、下位階層の時間的サブレイヤー“0”、“1”に該当するピ
クチャー(図4で棒で表示する)は、上位階層のインターレイヤー予測のための参照ピクチ
ャーとして用いられ得る。さらに、2以上の時間的レベルを有する下位階層の時間的サブ
レイヤー“2”、“3”はインターレイヤー予測が許容されないので(すなわち、インター
レイヤー予測のために参照され得ないので)、下位階層の時間的サブレイヤー“2”、“3
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”に該当するピクチャー(図4で点線で表示された棒)は、上位階層のインターレイヤー予
測のための参照ピクチャーとして用いられ得ない。
【００８８】
　すなわち、符号化器は、最上位階層を除外した各階層に属している時間的サブレイヤー
ピクチャーがインターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いられ得るか否かを
決定し、前記決定された各階層の時間的サブレイヤー情報をシンタックス要素(syntax el
ement)を利用してシグナリングすることができる。復号化器は、符号化器からシグナリン
グされた前記各階層の時間的サブレイヤー情報を復号化し、復号化された情報に基づいて
各階層に属している時間的サブレイヤーピクチャーがインターレイヤー予測のための参照
ピクチャーとして用いられ得るか否かを把握することができる。さらに、復号化器は、参
照ピクチャーに対する情報に基づいてインターレイヤー予測を行うことができる。
【００８９】
　以下では、インターレイヤー予測のための時間的サブレイヤーに対する情報を効率的に
シグナリングする方法に対して説明する。ここで、インターレイヤー予測のための時間的
サブレイヤーに対する情報は、前述したところのように、参照階層でインターレイヤー予
測を許容する時間的サブレイヤーを把握することができる情報のことを言い、より具体的
に、参照階層の時間的サブレイヤーピクチャーがインターレイヤー予測を行う階層(上位
階層)の参照ピクチャーとして用いられるかを把握することができる情報を言う。
【００９０】
　このようなインターレイヤー予測のための時間的サブレイヤーに対する情報は、VPS(Vi
deo Parameter Sets)、SPS(Sequence Parameter Sets)、PPS(Picture Parameter Sets)、
スライスセグメントヘッダー(slice segment header)などを介して転送され得る。
【００９１】
　より具体的に、下記表１から表11を参照して、インターレイヤー予測のための時間的サ
ブレイヤーに対する情報をシンタックス要素を利用して表現し、これをVPS、SPS、PPS、
スライスセグメントヘッダーなどを介してシグナリングする方法を説明する。
【００９２】
　表1は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る最上位階層を除外した各階層の最大
時間的サブレイヤー情報を示すシンタックスの一例である。
【００９３】
　ここで、最大時間的サブレイヤー情報は、該当階層でインターレイヤー予測を許容する
最大時間的サブレイヤーレベルに対する情報を言う。言い換えれば、該当階層で記述され
た最大時間的サブレイヤー情報より大きい時間的レベルを有する時間的サブレイヤーは、
インターレイヤー予測のために用いられないことを示す。
【００９４】
【表１】

　表1を参照すると、max_tid_il_ref_pics_plus1[i]は、i番目階層でインターレイヤー予
測を最大に支援する時間的サブレイヤー情報を示すことができる。例えば、ｉ番目階層で
max_tid_il_ref_pics_plus1[i]-1より大きい時間的レベル値(temporal_id)を有するサブ
レイヤーは、i番目階層を参照階層として用いるn番目階層(nは、iより大きい値である)で
インターレイヤー予測のために用いられないこともある。言い替えれば、i番目階層でmax
_tid_il_ref_pics_plus1[i]より小さい時間的レベル(temporal_id)を有するサブレイヤー
は、i番目階層を参照階層として用いるn番目階層(nは、iより大きい値である)でインター
レイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いられ得る。表1で“vps_max_layers_minu
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s1+1”は、符号化されたビデオシーケンス内で許容する階層の最大数を意味する。
【００９５】
　表1でのように、各階層ごとに最大時間的サブレイヤー情報、max_tid_il_ref_pics_plu
s1[i]を転送せず、全ての階層に同一の最大時間的サブレイヤー情報を適用することもで
きる。
【００９６】
　表2は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る全ての階層に同一に適用される最大
時間的サブレイヤー情報を示すシンタックスの一例である。
【表２】

【００９７】
　表3は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る最上位階層を除外した各階層の最大
時間的サブレイヤー情報を示すシンタックスの他の例である。

【表３】

　表3を参照すると、例えば、“max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag”シンタック
スが“1”の値を有する場合にのみ、最上位階層を除外した各階層ごとの“max_tid_il_re
f_pics_plus1[i]”情報が存在し、表1でのように、各階層ごとに“max_tid_il_ref_pics_
plus1[i]-1”値より大きい時間レベル(TemporalId)値を有するサブレイヤーピクチャーに
対しては、インターレイヤー予測を許容しないこともあり得る。
【００９８】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag”シンタックスが“0”の値を有する場合
、各階層ごとに“max_tid_il_ref_pics_plus1[i]”情報が存在しないとのことを意味する
。このような場合、最上位階層を除外した各階層での“max_tid_il_ref_pics_plus1[i]”
値は、ビットストリームで許容可能な最大時間レベル(TemporalId)値である“7”に類推
され得る。すなわち、全体ビットストリームで最上位階層を除外した全ての階層の全体時
間的サブレイヤーピクチャーに対して、インターレイヤー予測を許容することができるこ
とを意味する。言い換えれば、全体ビットストリームで全ての階層の全体時間的サブレイ
ヤーピクチャーは、インターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いられ得るこ
とを示す。
【００９９】
　前記実施例で“max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag”シンタックスが“0”の場
合、“max_tid_il_ref_pics_plus1[i]”値を考慮せず、現在デコーディングが行われる階
層(現在階層)の最上位時間的サブレイヤーピクチャーが現在階層より大きい階層(上位階
層)で参照されるか否かを確認し、もし現在階層の最上位時間的サブレイヤーピクチャー
が上位階層で参照されなければ、“unused for reference”にマーキングすることができ
る。ここで、最上位時間的サブレイヤーは、現在階層で最も大きい時間レベル値を有する
サブレイヤーを指すことができる。“unused for reference”にマーキングされた現在階
層の最上位時間的サブレイヤーピクチャーは、インターレイヤー予測のための参照ピクチ
ャーとして用いられないことを示す。
【０１００】
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　例えば、スケーラブルコーディング構造で全体階層の数が4個であり、4個の階層それぞ
れが4個の時間的サブレイヤー(Temporal_Id=0～3)から構成された場合であるとする。こ
のとき、現在デコーディングする階層が2番目階層の場合、2番目階層の最上位時間的サブ
レイヤーである4番目時間的サブレイヤー(Temporal_Id=3)が、3番目階層と4番目階層によ
って参照されるか否かを確認する。もし2番目階層の最上位時間的サブレイヤー(Temporal
_Id=3)が3番目、4番目階層で参照されない場合、“unused for reference”にマーキング
することができる。
【０１０１】
　表3-1は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る最大時間的サブレイヤー情報を示
すシンタックスの他の例である。
【表３－１】

【０１０２】
　表3-1を参照すると、例えば、“max_tid_ref_present_flag”シンタックスが“1”の値
を有する場合、“i”番目階層を直接参照階層(direct reference layer)として用いる“j
”番目階層に対して、“i”番目階層で許容する最大時間的サブレイヤー情報(例、max_ti
d_il_ref_pics_plus1[i][j])を個別的に記述することができる。
【０１０３】
　階層間の参照関係は、VPS extensionで転送されるシンタックス“direct_dependency_f
lag[j][i]”から類推することができる。direct_dependency_flag[j][i]は、i番目階層が
j番目階層のための直接参照階層として用いられ得るか否かを示す情報であり得る。例え
ば、direct_dependency_flag[j][i]が0であれば、i番目階層がj番目階層のための直接参
照階層として用いられないことを示す。一方、direct_dependency_flag[j][i]が1であれ
ば、i番目階層がj番目階層のための直接参照階層として用いられ得ることを示す。
【０１０４】
　“max_tid_ref_present_flag”シンタックスが“0”の値を有する場合は、階層別にイ
ンターレイヤー予測を許容する時間サブレイヤー情報を報知する最大時間的サブレイヤー
情報が存在せず、その値はビットストリーム内で許容する最大時間レベルである“7”に
類推され得る。“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”が“0”の値を有する場合、‘laye
r_id_in_nuh[i]’と同一の‘nuh_layer_id’を有するnon-IRAPピクチャーは、‘layer_id
_in_nuh[j]’と同一の‘nuh_layer_id’値を有するピクチャーに対してインターレイヤー
予測のための参照ピクチャーとして用いることができないことを明示する。“max_tid_il
_ref_pics_plus1[i][j]”が“0”より大きい値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[i]’と
同一の‘nuh_layer_id’を有して時間レベル情報(TemporalId)が‘max_tid_il_ref_pics_
plus1[i][j]-1’より大きい値を有するピクチャーが‘layer_id_in_nuh[j]’と同一の‘n
uh_layer_id’を有するピクチャーに対するインターレイヤー予測のための参照ピクチャ
ーとして用いられないことを意味する。
【０１０５】
　表3-1で、MaxLayersMinus1はMin(62、vps_max_layers_minus1)値と同様であり、vps_ma
x_layers_minus1はVPSから転送されるビットストリーム内で許容する階層の最大数を報知
する情報である。
【０１０６】
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　表3でのように、各階層ごとに最大時間的サブレイヤー情報(max_tid_il_ref_pics_plus
1[i])を転送せず、全体階層に同一の最大時間的サブレイヤー情報を適用することもでき
る。
【０１０７】
　表4は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る最上位階層を除外した全ての階層に
同様に適用される最大時間的サブレイヤー情報を示すシンタックスの他の例である。
【表４】

【０１０８】
　表4を参照すると、“max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag”が“0”の場合、前述
したところのように、“max_tid_il_ref_pics_plus1[i]”値を最大時間レベル“7”に類
推するか、“max_tid_il_ref_pics_plus1[i]”値を考慮せず、現在階層の最上位時間サブ
レイヤーに対して現在階層より大きい階層に対し参照されるか否かを確認したあと、参照
されない場合、“unused for reference”にマーキングすることができる。
【０１０９】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag”が0の場合、全ての階層の時間的サブレ
イヤーに対してインターレイヤー予測を許容するか、許容しないこともあり得ることを示
すことができる。
【０１１０】
　表5は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー情
報を示すシンタックスのさらに他の例である。
【表５】

【０１１１】
　表5を参照すると、前述した表3と異なり、該当階層別にmax_tid_il_ref_pics_plus1_pr
esent_flag[i]が存在し、前記フラッグが1の場合にのみ該当階層にmax_tid_il_ref_pics_
plus1[i]情報が存在する。
【０１１２】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag[i]が1の場合、i番目階層でmax_tid_il_ref_
pics_plus1-1より大きい時間レベル(TemporalId)値を有するサブレイヤーピクチャーに対
してはインターレイヤー予測を許容しないこともある。
【０１１３】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flag[i]が“0”の値を有する場合、i番目階層でm
ax_tid_il_ref_pics_plus1[i]情報が存在しないとのことを意味する。このような場合、m
ax_tid_il_ref_pics_plus1[i]は、ビットストリームで許容可能な最大時間レベル(Tempor
alId)値である“7”に類推され得る。すなわち、i番目階層の全てのサブレイヤーピクチ
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ャーに対してインターレイヤー予測を許容することができる。言い換えれば、i番目階層
の全てのサブレイヤーピクチャーは、インターレイヤー予測のための参照ピクチャーとし
て用いられ得ることを示す。
【０１１４】
　また、max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagが0の場合、max_tid_il_ref_pics_plu
s1[i]値を考慮せず、現在デコーディングされる階層(現在階層)の最大時間的サブレイヤ
ーが現在階層より大きい階層(上位階層)で参照されるか否かを確認し、もし現在階層の最
大時間的サブレイヤーが上位階層で参照されなければ、“unused for reference”にマー
キングすることができる。“unused for reference”にマーキングされた現在階層の最大
時間的サブレイヤーピクチャーは、インターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして
用いられないことを示す。
【０１１５】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagが0の場合、全ての階層の時間的サブレイヤ
ーに対してインターレイヤー予測を許容するか、許容しないこともあり得ることを示すこ
とができる。
【０１１６】
　表6は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー情
報を示すシンタックスのさらに他の例である。
【表６】

【０１１７】
　表6を参照すると、max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagが“1”の値を有する場合
にのみ、該当階層別にmax_tid_il_ref_pics_plus1_not_predicted_flag[i]とmax_tid_il_
ref_pics_plus1[i]情報が存在する。
【０１１８】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_not_predicted_flag[i]が1の場合にのみ、i番目階層に該
当するmax_tid_il_ref_pics_plus1[i]情報を転送することができる。すなわち、max_tid_
il_ref_pics_plus1-1より大きい時間レベル(TemporalId)値を有するサブレイヤーピクチ
ャーに対しては、インターレイヤー予測を許容しないこともある。
【０１１９】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_not_predicted_flag[i]が0の場合は、i-1番目階層のmax_t
id_il_ref_pics_plus1[i-1]の値をi番目階層のmax_tid_il_ref_pics_plus1[i]値として用
いることができる。max_tid_il_ref_pics_plus1_not_predicted_flag[i]が存在しない場
合は、i番目階層のmax_tid_il_ref_pics_plus1[i]を1に類推することができる。
【０１２０】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagが“0”の値を有する場合、該当階層別にmax
_tid_il_ref_pics_plus1_not_predicted_flag[i]とmax_tid_il_ref_pics_plus1[i]情報が
存在しない。このような場合、max_tid_il_ref_pics_plus1[i]はビットストリームで許容
可能な最大時間レベル(TemporalId)値である“7”に類推され得る。すなわち、全体ビッ
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トストリームで全ての時間的サブレイヤーピクチャーに対してインターレイヤー予測(す
なわち、階層間予測のための参照ピクチャーとして用いられる)を許容することができる
。
【０１２１】
　また、max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagが0の場合、max_tid_il_ref_pics_plu
s1[i]値を考慮せず、現在階層の最大時間的サブレイヤーに対して現在階層より大きい階
層等に対して参照されるか否かを確認したあと、参照されない場合、“unused for refer
ence”にマーキングすることができる。
【０１２２】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagが0の場合、全ての階層の時間的サブレイヤ
ーに対して階層間予測を許容するか、許容しないこともあることを示すことができる。
【０１２３】
　表7は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー情
報を示すシンタックスのさらに他の例である。

【表７】

【０１２４】
　表7を参照すると、全体階層に適用可能なmax_tid_il_ref_pics_plus1を転送する。さら
に、max_tid_il_ref_pics_plus1_predicted_flag[i]が1の場合は、全体階層に適用可能な
max_tid_il_ref_pics_plus1値を用い、max_tid_il_ref_pics_plus1_predicted_flag[i]が
0の場合は、該当階層にだけ適用可能なmax_tid_il_ref_pics_plus1[i]値を記述して用い
ることができる。
【０１２５】
　表8は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー情
報を示すシンタックスのさらに他の例である。
【表８】

【０１２６】
　表8を参照すると、iが0より大きい階層から転送されるmax_tid_il_ref_pics_plus1_pre
dicted_flag[i]値によって、以前階層(i-1)のmax_tid_il_ref_pics_plus1[i-1]とのdelta
値で表示することができる。
【０１２７】
　max_tid_il_ref_pics_plus1_predicted_flag[i]が存在しない場合、delta_max_tid_il_
ref_pics_plus1[i]は0とみなすことができる。
【０１２８】
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　つまり、max_tid_il_ref_pics_plus1_predicted_flag[i]が1の場合、以前階層(i-1)と
のdelta値であるdelta_max_tid_il_ref_pics_plus1[i]を転送し、max_tid_il_ref_pics_p
lus1_predicted_flag[i]が0の場合、該当階層のmax_tid_il_ref_pics_plus1[i]を転送す
る。
【０１２９】
　表9は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー情
報を示すシンタックスのさらに他の例である。
【表９】

【０１３０】
　表9を参照すると、“max_tid_il_ref_present_flag”シンタックスが“1”の値を有す
る場合、‘default_max_tid_il_ref_flag’値によって“i”番目階層を直接参照階層とし
て用いる“j”番目階層に対し、“i”番目階層で許容する最大時間的サブレイヤー情報(m
ax_tid_il_ref_pics_plus1[i][j])を個別的に記述することができるか、基本値(例えば、
default_max_tid_il_ref_pics_plus1)に類推することができる。“max_tid_il_ref_prese
nt_flag”シンタックスが“0”の値を有する場合は、最上位階層を除外した各階層で最大
時間的サブレイヤー情報が存在しない。
【０１３１】
　“default_max_tid_il_ref_flag”シンタックスが‘1’の値を有する場合、‘max_tid_
il_ref_pics_plus1[i][j]’シンタックスが存在せず、復号化過程上で‘max_tid_il_ref_
pics_plus1[i][j]’は‘default_max_tid_il_ref_pics_plus1’値に類推され得る。“def
ault_max_tid_il_ref_flag”が‘0’の値を有する場合は、“i”番目階層を直接参照階層
として用いる“j”番目階層に対し、“i”番目階層で許容する最大時間的サブレイヤー情
報(max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j])が存在する。
【０１３２】
　‘max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]’シンタックスが存在する場合、“default_max_t
id_il_ref_pics_plus1”は“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”値として用いられ得る
。全ての階層に同一の最大時間的サブレイヤー情報が適用され得る。
【０１３３】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”が“0”の値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[
i]’と同一の‘nuh_layer_id’を有するnon-IRAPピクチャーは、‘layer_id_in_nuh[j]’
と同一の‘nuh_layer_id’値を有するピクチャーに対し、インターレイヤー予測のための
参照ピクチャーとして用いられ得ないことを明示する。max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j
]が“0”より大きい値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[i]’と同一の‘nuh_layer_id’
を有して時間レベル情報(TemporalId)が‘max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]-1’より大
きい値を有するピクチャーが、‘layer_id_in_nuh[j]’と同一の‘nuh_layer_id’を有す
るピクチャーに対するインターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いられない



(21) JP 6725415 B2 2020.7.15

10

20

30

40

ことを意味する。“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”シンタックスが存在しない場合
、‘max_tid_il_ref_present_flag’シンタックスが“0”の場合は“max_tid_il_ref_pic
s_plus1[i][j]”値が“7”に類推され得る。‘max_tid_il_ref_present_flag’シンタッ
クスが“1”の場合は“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”値が‘default_max_tid_il_r
ef_pics_plus1”値に類推され得る。
【０１３４】
　表10は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー
情報を示すシンタックスのさらに他の例である。
【表１０】

【０１３５】
　表10を参照すると、“default_max_tid_il_ref_flag”シンタックスが‘1’の値を有す
る場合、‘max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]’が存在せず、‘max_tid_il_ref_pics_plu
s1[i][j]’は‘default_max_tid_il_ref_pics_plus1’値に類推され得る。default_max_t
id_il_ref_flagが‘0’の値を有する場合、“i”番目階層を直接参照階層として用いる“
j”番目階層に対して“i”番目階層で許容する最大時間的サブレイヤー情報(max_tid_il_
ref_pics_plus1[i][j])が存在する。
【０１３６】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”シンタックスが存在する場合、“default_max_t
id_il_ref_pics_plus1”は“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”値として用いられ得る
。全ての階層に同一の最大時間的サブレイヤー情報が適用され得る。
【０１３７】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”が“0”の値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[
i]’と同一の‘nuh_layer_id’を有するnon-IRAPピクチャーは、‘layer_id_in_nuh[j]’
と同一の‘nuh_layer_id’値を有するピクチャーに対してインターレイヤー予測のための
参照ピクチャーとして用いることができないことを明示する。“max_tid_il_ref_pics_pl
us1[i][j]”が“0”より大きい値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[i]’と同一の‘nuh_
layer_id’を有して時間レベル情報(TemporalId)が‘max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]-
1’より大きい値を有するピクチャーが、‘layer_id_in_nuh[j]’と同一の‘nuh_layer_i
d’を有するピクチャーに対するインターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用
いられないことを意味する。“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”が存在しない場合、
“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”は“default_max_tid_il_ref_pics_plus1”値に類
推され得る。
【０１３８】
　表11は、本発明の実施例によるVPSから転送され得る各階層の最大時間的サブレイヤー
情報を示すシンタックスのさらに他の例である。
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【表１１】

【０１３９】
　表11を参照すると、“default_max_tid_il_ref_flag”が‘1’の値を有する場合、‘ma
x_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]’シンタックスが存在せず、‘max_tid_il_ref_pics_plu
s1[i][j]’は‘default_max_tid_il_ref_pics_plus1[i]’値に類推され得る。‘default_
max_tid_il_ref_flag’が‘0’の値を有する場合、“i”番目階層を直接参照階層として
用いる“j”番目階層に対し、“i”番目階層で許容する最大時間的サブレイヤー情報(max
_tid_il_ref_pics_plus1[i][j])が存在する。
【０１４０】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”が存在する場合、“default_max_tid_il_ref_pi
cs_plus1[i]”はi番目階層の“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”値として用いられ得
る。iは、0でMaxLayersMinus1-1値を有することができる。MaxLayersMinus1はMin(62、vp
s_max_layers_minus1)値と同様であり、vps_max_layers_minus1はVPSから転送されるビッ
トストリーム内で許容する最大階層の数を報知する情報である。
【０１４１】
　“max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]”が“0”の値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[
i]’と同一の‘nuh_layer_id’を有するnon-IRAPピクチャーは、‘layer_id_in_nuh[j]’
と同一の‘nuh_layer_id’値を有するピクチャーに対し、インターレイヤー予測のための
参照ピクチャーとして用いることができないことを明示する。max_tid_il_ref_pics_plus
1[i][j]が“0”より大きい値を有する場合、‘layer_id_in_nuh[i]’と同一の‘nuh_laye
r_id’を有して時間レベル情報(TemporalId)が‘max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]-1’
より大きい値を有するピクチャーが、‘layer_id_in_nuh[j]’と同一の‘nuh_layer_id’
を有するピクチャーに対するインターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いら
れないことを意味する。max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]が存在しない場合、i番目階層
のためのmax_tid_il_ref_pics_plus[i][j]値は‘default_max_tid_il_ref_pics_plus1[i]
”値に類推され得る。
【０１４２】
　前記表1から表11を参照して説明した本発明の実施例による時間的サブレイヤー情報を
利用したシグナリング方法は、前記実施例等の幾多の組み合わせでも表現が可能であり得
る。
【０１４３】
　また、前述した本発明の実施例による時間的サブレイヤー情報を利用したシグナリング
方法は、全ての時間的サブレイヤーピクチャーに対してインターレイヤー予測を許容する
場合、現在階層を直接参照階層として用いる全ての階層に対して個別的に最大時間的サブ
レイヤー情報を報知する必要なく、全体階層に同一の最大時間的サブレイヤー情報を適用
することができるようにする。したがって、各階層ごとに個別的に関連情報をシグナリン
グすることに伴うオーバーヘッドを減らすことができる。



(23) JP 6725415 B2 2020.7.15

10

20

30

40

50

【０１４４】
　また、前述した本発明の実施例による時間的サブレイヤー情報を利用したシグナリング
方法は、各階層別にインターレイヤー予測のための時間的サブレイヤーを調節するか否か
を示す指示子を用いることで、効率的に関連情報をシグナリングすることができるように
する。
【０１４５】
　前記実施例を介して記述された該当階層で、インターレイヤー予測を許容する最大時間
的サブレイヤー情報を利用して現在ピクチャーに対しインターレイヤー予測を行うとき、
現在ピクチャーのデコーディングに用いられる実際に利用可能な参照階層ピクチャーの個
数(numRefLayerPics)は、次のように求めることができる。
【０１４６】
　VPS extensionに記述されたシンタックス要素‘direct_dependency_flag’から計算さ
れた現在階層が直接参照している参照階層の個数を指示する変数‘NumDirectRefLayers[]
’、各階層の最大時間的サブレイヤー(レベル)情報を指示するシンタックス要素‘sub_la
yers_vps_max_minus1[i]’、各階層でインターレイヤー予測を許容する最大時間的サブレ
イヤー情報を指示するシンタックス要素‘max_tid_il_ref_pics_plus1[i][j]’情報、現
在ピクチャーの時間レベル情報を指示するシンタックス要素‘TemporalId’を利用して、
インターレイヤー予測のために現在ピクチャーのデコーディングに用いられ得る参照階層
ピクチャーの個数を指示する変数‘numRefLayerPics’を下記表12のように求めることが
できる。
【表１２】

【０１４７】
　現在ピクチャーが直接参照している参照階層のピクチャーのうち、参照階層の‘sub_la
yers_vps_max_minus1[]’値が現在ピクチャーの‘TemporalId’値より大きいか同一であ
り、現在階層に対する参照階層の‘max_tid_il_ref_pics_plus1[][]’値が現在ピクチャ
ーの‘TemporalId’値より大きい場合に該当する参照階層のピクチャー等のみ、インター
レイヤー予測のために現在ピクチャーのデコーディングに用いられ得る参照階層ピクチャ
ーとしてみなされ得る。
【０１４８】
　図5は、本発明の実施例による時間的サブレイヤー情報に基づいてインターレイヤー予
測を行う方法を概略的に示したフローチャートである。
【０１４９】
　図5の方法は、少なくとも1つの時間的サブレイヤーを含む階層が複数に構成された映像
の符号化及び復号化過程で、符号化/復号化対象ブロックの予測サンプルを生成するため
に時間的サブレイヤー情報を利用したインターレイヤー予測過程に対して説明している。
したがって、図5の方法は、映像の符号化及び復号化方法に全て適用され得る。以下では
、説明の便宜のため、復号化過程を基準に記述する。
【０１５０】
　図5を参照すると、復号化器は、インターレイヤー予測のための時間的サブレイヤーに
対する情報を獲得する(S500)。
【０１５１】
　時間的サブレイヤーに対する情報は、各階層でインターレイヤー予測のために参照され
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得る最大時間的サブレイヤーを指示する最大時間的サブレイヤー情報と、各階層で最大時
間的サブレイヤー情報を調節するか否かを示す指示子情報とを含むことができる。
【０１５２】
　例えば、前記最大時間的サブレイヤー情報は、前記表1から表11で説明したmax_tid_il_
ref_pics_plus1シンタックス要素であり得、前記指示子情報は、前記表1から表11で説明
したmax_tid_il_ref_pics_plus1_present_flagシンタックス要素であり得る。
【０１５３】
　また、時間的サブレイヤーに対する情報は、現在デコーディング階層の参照階層でイン
ターレイヤー予測を許容する時間的サブレイヤーが分かるようにシグナリングされた情報
であって、前記表1から表11で説明したところのような多様な方法で表現され得る。
【０１５４】
　復号化器は、前記表1から表11に示されたように、VPS、SPS、PPS、スライスセグメント
ヘッダーなどを介して時間的サブレイヤーに対する情報を符号化器から受信し、受信され
た時間的サブレイヤーに対する情報をエントロピー復号化することにより、前記指示子情
報、最大時間的サブレイヤー情報などを獲得することができる。
【０１５５】
　例えば、前記指示子情報が各階層で最大時間的サブレイヤー情報を調節するものとして
指示された場合、復号化器は各階層に対して最大時間的サブレイヤー情報を獲得すること
ができる。このとき、復号化器は階層間の参照関係に対する情報、例えば、現在階層が直
接参照階層として用いる階層に対する情報(例えば、direct_dependency_flag)に基づいて
直接参照関係がある階層に対して最大時間的サブレイヤー情報を獲得することもできる。
逆に、前記指示子情報が各階層で最大時間的サブレイヤー情報を明示的に調節しないもの
として指示された場合、復号化器は、各階層に対して最大時間的サブレイヤー情報を特定
値に類推することができる。例えば、特定値は最大時間レベル値で7であり得る。
【０１５６】
　復号化器は、時間的サブレイヤーに対する情報に基づき、現在ピクチャーのインターレ
イヤー予測のために用いられる参照ピクチャーを誘導する(S510)。
【０１５７】
　復号化器は、各階層ごとに、最大時間的サブレイヤー情報が指示する最大時間的サブレ
イヤーより大きいか同一の時間的サブレイヤーに該当するピクチャーに対し、現在ピクチ
ャーのインターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして用いられないものと判断する
ことができる。
【０１５８】
　復号化器は、各階層ごとに、最大時間的サブレイヤー情報が指示する最大時間的サブレ
イヤーより小さい時間的サブレイヤーに該当するピクチャーに対し、現在ピクチャーのイ
ンターレイヤー予測のための参照ピクチャーとして使用可能なものと判断することができ
る。
【０１５９】
　復号化器は、インターレイヤー予測のために現在ピクチャーのデコーディングに用いら
れる実際に利用可能な参照階層ピクチャーを、最大時間的サブレイヤー情報を利用して前
記表12のように求めることができる。
【０１６０】
　復号化器は、参照ピクチャーに基づいて現在ピクチャーのインターレイヤー予測を行う
(S520)。
【０１６１】
　復号化器は、現在ピクチャーのインターレイヤー予測のために参照可能な参照ピクチャ
ーに基づいて参照ピクチャーリストを生成することができ、このような参照ピクチャーリ
ストを利用して現在ピクチャーのインターレイヤー予測を行うことができる。
【０１６２】
　復号化器は、現在ピクチャーに対しインターレイヤー予測を行って予測信号を生成し、
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チャー)を得ることができる。
【０１６３】
　前述した本発明による方法は、コンピューターで実行されるためのプログラムとして製
作されてコンピューターが読み取ることができる記録媒体に貯蔵可能であり、コンピュー
ターが読み取ることができる記録媒体の例としてはROM、RAM、CD-ROM、磁気テープ、フロ
ッピー（登録商標）、光データ保存装置などがあり、またキャリアウエーブ(例えば、イ
ンターネットを介した転送)の形態に具現されることも含む。
【０１６４】
　コンピューターが読み取ることができる記録媒体は、ネットワークで連結されたコンピ
ューターシステムに分散され、分散方式でコンピューターの読み取ることのできるコード
が貯蔵されて実行され得る。さらに、前記方法を具現するための機能的な(function)プロ
グラム、コード及びコードセグメントは、本発明が属する技術分野のプログラマーによっ
て容易に推論され得る。
【０１６５】
　前述した実施例で、方法等は一連の段階又はブロックとしてフローチャートを基に説明
されているが、本発明は段階等の順序に限定されるものではなく、ある段階は前述したと
ころと異なる段階と異なる順序で、又は同時に発生することができる。また、当該技術分
野で通常の知識を有する者であれば、フローチャートに示された段階等が排他的でなく、
他の段階が含まれるか、フローチャートの1つ又はそれ以上の段階が本発明の範囲に影響
を及ぼさずに削除され得ることを理解することができるものである。
【０１６６】
　以上の説明は、本発明の技術思想を例示的に説明したことに過ぎないものであって、本
発明が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば、本発明の本質的な特性から脱し
ない範囲で多様な修正及び変形が可能であろう。したがって、本発明に開示された実施例
等は、本発明の技術思想を限定するためではなく説明するためのものであって、このよう
な実施例によって本発明の技術思想の範囲が限定されるものではない。本発明の保護範囲
は、特許請求の範囲によって解釈されなければならず、それと同等な範囲内にある全ての
技術思想は、本発明の権利範囲に含まれるものとして解釈されなければならないであろう
。
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